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                                    三条北ロータリークラブ週報 

                     例会日 ２０１３．９．３  累計№１２８３  当年８ 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org   ＡＤ：north@sanjo-nrc.org

会長挨拶：丸山 勝会長 

本日は「山崎ガバナー公式

訪問」です。山崎ガバナー

におかれましては、三条北

クラブにようこそお越しく

ださいましてありがとうご

ざいます。のちほど卓話と

クラブ協議会での総括・講

評とよろしくお願いします。また、鈴木ガバナ

ー補佐には先週に引き続き宜しくお願いします。 

先週、８月３１日「市内８クラブ有志ゴルフ大

会」(ロータリーとライオンズ)が行われました。

当クラブより私を含め６名の参加ありがとうご

ざいました。特にロータリーからの参加者が少

ないのが残念でした。来年は当クラブより是非

とも多くの参加をお願いします。ちなみに５０

名の参加に対してロータリーは２０名参加でし

た。 

またクラブ協議会での事業計画発表、各委員長

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の行事：「山﨑ガバナー公式訪問」 

 

◆本日の出席：７１名中４８名    

◆先々週の出席率：７１名中５９名 83.10％ 

         （前年同期 81.16％） 

 

◆本日のゲスト：ＲＩ第２５６０地区 

   ガバナー 山﨑堅輔様 

第四分区ガバナー補佐 鈴木守男様 

 

◆先週のメークアップ：（敬称略） 

  8 月 31 日米山奨学生交流会 米山忠俊 

  9 月 1 日佐々木ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ事務所開き 

         中條耕二、斎藤 正 

 

◆本日の記帳受付：（敬称略） 

 三条ＲＣ 斎藤弘文、衛本泰男、杉本幸英

加藤紋次郎、中林順一 

 三条南ＲＣ 野島廣一郎、佐藤嘉男 

滝口恵介、吉井正孝、星野健司 

佐藤秀夫、高橋祐介、広岡豊樹 

 三条東ＲＣ 佐藤公信 

           

 

 

2013-2014年度 
国際ロータリー会長：ロン Ｄ.バートン「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」

第２５６０地区ガバナー：山﨑堅輔　「進めよう！職業奉仕の洗練化を！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　「備えよう！大震災の心構えを！」

三条北ロータリークラブテーマ「楽しくなければ　ロータリーではない」

　例会日：火曜日12：30～13：30
　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：石黒　隆夫 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内
　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488

会　長：丸山　　勝　　　　　　　　　　
幹　事：岡田　　健　　　　　　　　　　
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幹事報告：岡田 健幹事         

・地区Ｒ財団委員長より 財団月間に於ける各クラブの取り組みについて 

・２５６０地区ローターアクト委員長より アクトの日についてご案内 

        日時 平成２５年９月８日（日）9：10～ 

        内容 海岸清掃 

・新潟県共同募金会三条支会より 街頭募金実施のお願い 

        日時 平成２５年１０月１日（火）11：00～12：00 

        場所 三条市内スーパー・ホームセンター等後日決定 

 

◆ロータリー財団ＢＯＸ：３日現在累計１００,０００円 

中條 耕二君 山﨑ガバナー公式訪問、心から歓迎します。 

＊ガバナー公式訪問を記念して出席者全員からご協力頂きました。 

 

◆米山奨学ＢＯＸ：３日現在累計９４,０００円 

＊ガバナー公式訪問を記念して出席者全員からご協力頂きました。 

 

◆ニコニコＢＯＸ：３日現在累計２０５,０００円 

山﨑堅輔ガバナー 貴クラブの奉仕活動に敬意を表して 

丸山  勝君 山﨑ガバナー 三条北ＲＣにおいでいただきましてありがとうございます。ご指導

宜しくお願いします。 

岡田  健君 山﨑ガバナー、鈴木ガバナー補佐、大歓迎いたします。宜しくお願いします。 

石黒 隆夫君 山﨑堅輔ガバナーようこそ三条北ロータリークラブへ、本日は宜しくお願いいたし

ます。 

森   宏君 佐渡トライアスロン今年は波が高く、スイム中止でしたが、バイク１９０㎞、ラン

42.195 ㎞楽しんで来ました。 

斎藤  正君 山﨑ガバナー公式訪問にお越し頂きありがとうございました。ご指導の程宜しくお

願い申し上げます。 

米山 忠俊君 山﨑ガバナー本日はご苦労様ですご指導宜しくお願いいたします。鈴木ガバナー補

佐、先週、今週と二週にわたり大変ご苦労様です。山﨑ガバナーには先週の土曜日

の米山奨学生交流会で家内とファム君がお世話になりました。 

高橋 彰雄君 ガバナー訪問ご苦労様です。 

山中  正君 山﨑ガバナーを歓迎して!! 

笹原 壯玄君      〃 

早川 瀧雄君 山﨑ガバナーの公式訪問を記念して！ 

石川 勝行君 山﨑ガバナーご指導宜しくお願い申し上げます。 

西村  護君 山﨑堅輔ガバナー指導の程宜しくお願い致します。 

石川 一昭君 山﨑ガバナーようこそご指導宜しくお願いいたします。 

佐藤 義英君      〃 

落合 益夫君      〃 

吉田 文彦君 山﨑ガバナーの公式訪問に感謝して。ご指導宜しくお願いします。 

佐藤 弘志君 山﨑ガバナー、鈴木ガバナー補佐ご苦労様です。 

丸山 達夫君 北海道ドライブして来ました。タンチョウ、キタキツネ、エゾシカ、

エゾリス見てきましたがクマには残念乍ら会いませんでした。 

樋口 金占君 ＢＯＸに 

石川 友意君 山﨑ガバナーご指導宜しくお願い申し上げます。 
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本日の行事：山﨑ガバナー公式訪問  

ＲＩ第２５６０地区ガバナー 山﨑堅輔様（中条ＲＣ） 

三条北ロータリーク

ラブの皆さんこんに

ちは。 

只今は私の名前を付

けて、ボックスにご協

力頂いたようで誠に

幸栄に存じておりま

す。これだけ名前が連

呼されるのは初めて

でございます。９月に

入り朝夕、非常に涼し

くなり過ごしやすくなってきましたが、まだま

だ暑い日もあります、熱中症には十分、気を付

けて頂きたいと思います。 

三条北ロータリークラブさんは三条ロータリー

クラブを親クラブとして創立来２７年という歴

史と伝統に培われ、若さでパワフルなクラブで

す。そして中條ガバナーを輩出され大変立派な

クラブであると承っております。県央の地にあ

る三条という町の底力を見せている物だと思っ

ております。 

中條年度でのロシア訪問時のアバチャンスキー

ＲＣを訪問しました。カムチャッカ半島で湾外

に出て海鳥の観察もしてきました。 

私も７月１日に就任して２ヶ月が経ちましたが、

なにしろ初めてのことばかりで、さっぱり要領

を得ない状態でございます、ひょっとしてトン

チンカンな事を口走ったりすることがあるかも

しれませんが、どうかお許しを願いたいと思い

ます。第４分区としては４つめの公式訪問でご

ざいますどうぞ、お手柔らかにお願い申し上げ

る次第でございます。 

名刺には職業分類を明記しなさいと中條パスト

ガバナーよりアドバイスを頂き今も忠実に守っ

ております。貴重なお時間を頂きながら恐縮で

すが、私の仕事のことを少しお話させて頂きま

す。 

山﨑鉄工㈱といいます。鉄工所となっているの

で鉄骨建築というイメージがありますが、我が

社では鉄骨は殆ど扱っておりません。中条にあ

ります㈱クラレ、新潟の松浜に三菱ガス化学が

ありますが、こういう化学工場向けの機器類の

設計製作、メンテナンスをやっています。小型

の圧力タンク、熱交換機をメーンとしておりま

す。分かり易いのは蒸気機関車そのものです。

蒸気機関は水を熱（エネルギー）に変えますが

化学工場では薬液の化学反応を起こし熱を発生

させます。その温度管理が重要です。 

小型圧力タンクは圧力容器と言い色々あります。

中国に合弁の工場があります。主に山口県の宇

部興産、東洋エンジニアリング等と取引させて

頂いています。 

 

今から 13 年前の 2000～2001 年度、柏崎東ロー

タリークラブの故宮川パストガバナーの年度で、

私は地区のクラブ奉仕大委員長をやらせていた

だきました。故宮川パストガバナーは、ガバナ

ー就任二ヶ月目で亡くなられまして、本当にお

気の毒なことでございました。ご存知のことと

思いますが、そのあとを受けて第１分区、村上

ロータリークラブの故吉田パストガバナーが急

きょ二度目のガバナーに就任されたわけであり

ます。この方も数年前にお亡くなりになってお

ります。この 2000 年という年は、新潟県と群馬

県が別々の地区となった最初の年でありまして、

新潟県が 2560 地区そのまま、群馬県は 2840 地

区となったわけであります。そして、その 4 年

後の 2004～2005 年度の横山パストガバナーの

年度で私は第１分区のガバナー補佐をお受けい

たしました。 

地区のクラブ奉仕大委員長を仰せつかった時に

中條パストガバナーから要請頂きこちらの例会

で卓話をさせて頂きました。何を話したか覚え

てはいませんが、油汗をかきながら話した記憶

が残っております。 

ご存知のとおり、1990 年を過ぎたあたりから、

新潟万代、新潟中央、新発田中央の３クラブを

皮切りとしまして、田上あじさい、越後春日山、

中条胎内、そして 1996 年には越後魚沼、1999

年には阿賀野川ラインと相次いで 8 クラブが誕

生しております。これは誠に喜ばしいことでご

ざいます。ところが、一方で新潟県の会員数を

見ますと1996年の2,881人をピークに年々減少

を続けておりまして、今年、新年度に入りまし

た 7 月 1 日現在では 1,996 人と、偶然に数値が

一致しましたが、拡大の努力が水泡に帰したと

言われかねない状況です。 

ロータリーを辞める理由として二つに分けられ

ます。 

一つは自分の意思でなく辞めなければならない。
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病気、転勤など絶対的理由があります、これが

約 40％。あとの 60％は自分の意思で辞めている。

そこで退会防止のあの手、この手が必要になっ

てきます。 

例会出席の負担、新会員に対する情報不足、時

間的調整がつかない、例会が面白くない、会費

が高いといった順番が辞めていく理由となって

います。 

私のロータリー歴、30数年を遡って思い起こし

てみますと、会員増強並びに拡大は、先ほど申

し上げた 1996 年以降の会員減少が始まる遥か

以前から叫ばれていたことでございます。減少

傾向が始まって以来 10 数年、日本国内の 34 地

区、並びに各クラブはその間何もせずに傍観し

ていたわけでは決してありません。しかし、結

果は出てきません。どこかが違っている、これ

は根本的に発想を変えなければ現状は変わらな

いのではないでしょうか。 

私は、ＰＥＴＳ、地区協議会でも申し上げまし

た。会員数の減少は『危機』の表れに過ぎない。

『ロータリーの危機』の本質は、ロータリーが

本来持っていた魅力や力が失われつつあるとい

う事であり、ロータリーの社会的存在価値が問

われ始めていることを意味するのではないかと

危惧するのでありますが、それよりもっと強く

影響されているのはやはり景気の低迷以外には

無いと見ております。現実にバブルの頃が一番

会員数が増えたわけであります。景気が落ち込

んできたら、先ず会員を増やすことよりも退会

を防止するという事です。一人の退会者を抑え

ることは、新しい三人の会員を獲得するのと同

じくらい重要なことであると言われております。 

私の公式訪問第一回目の新潟ロータリークラブ

さんで幾つかの質問が出ました。その中の一つ

をご紹介したいと思います。質問の内容は「ラ

イオンズクラブとロータリークラブはどのよう

な違いがあるのでしょうか」というものでした。

私は一瞬、厄介な質問だなと思いましたが、待

てよ、このようなことをきちんと知りたいと思

っておられる方が以外と大勢いらっしゃるので

はないかと思い、日本事務局にも問い合わせて

みました。ところがこれと言った具体的なもの

は出できません。それとは別に私の同期のガバ

ナーの中に結構勉強しておられる方がおられま

して、そちらから頂いた資料によりますと。 

We serve は、ご存知の通り、ライオンズの公式

モットーです。Serve はサービスの動詞、従い

ましてサービスそのものを行為として行なうこ

とを serve と言うわけです。We は我々、団体で

奉仕するという事になります。一方の I serve

は個人で奉仕するとなるわけでありますが、ロ

ータリーの公式文献にはどこにもこの I serve

が載っていないそうです。もしご存知の方がお

られたら教えていただきたく存じます。  

私も入会当時、ベテラン会員から「ロータリー

は I serve だからあまり団体奉仕しなくても良

いのだよ」とご指導いただいた記憶がありまあ

ります。 

日本では 1923 年、関東大震災が発生し、その時

世界のロータリアンから送られた多額の寄付に

よって、東京ロータリークラブは被災者支援活

動を始めました。日本のロータリアンが世界的

ネットワークのロータリーの力を知り、「団体」

としての人道的奉仕活動に目覚めた瞬間でした。

ロータリーが「団体奉仕」を否定していれば、

その後のポリオプラスや米山記念奨学会も無か

ったことになります。I serve か We serve かと

いう議論は不毛のような感じがします。それに、

私たちが大切にしてきた『奉仕の理念（理想）』

をライオンズの枠組みの中で語る必要もないの

ではないでしょうか。 

インターネット上のフリー百科事典のウィキペ

ディアで「ライオンズクラブ」を検索しますと

「社会奉仕活動をロータリークラブのように職

域や個人で行なうだけでなく、チームワークを

発揮して行なうことによって、有意義な効果を

上げるようにと、ロータリークラブから分裂す

る形で組織された団体である」となっているそ

うです。ライオンズクラブの方でも I serve と

We serve このように使い分けているのでしょう

か。正直言いまして、私にはハッキリこうだと

お答えするだけの知識がございません。この辺

でお許し願いたいと思う次第でございます。 

ロータリーの友７月号に日本国内３４地区ガバ

ナーの紹介記事が載っています。私も載ってお

りましたが、一つ記載間違いがありました。私

はパラグライダーで２度墜落したのですが３度

墜落したことになっておりました。２度あるこ

とは３度あると言うとおりなのか、私も３度目

は命は無いと思っておりましたが、これは「死

んだつもりでがんばれよ」とエールだろうと受

け止めております。 

死んだつもりで頑張りますのでご指導の程、宜

しくお願い致します。 
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クラブ協議会 13：45～15：15     進行 鈴木ガバナー補佐 

開会挨拶：鈴木ガバナー補佐 

    本日の予定は先週お話しましたとおり、全体の進行は私がさせて頂きます。 

    各位委員会の発表につきましては岡田幹事さんから進行して頂き最後に山﨑ガバナーよ

り総評をお話して頂きます。 

     先ほどの例会で９月のお祝いがありましたが、山﨑ガバナーは１９３８年（昭和１３年）

9 月 2 日昨日が 75 歳の誕生日でした。お祝いの言葉と皆様の拍手で勘弁していただきた

いと思います。 

     クラブをまわりますと、会長さんが一様におっしゃるのはガバナーの公式訪問が一番い

やだ、これさえ終わればホッするのにと言われます。こちらの丸山会長は楽しみに待っ

ていたと言われました。まれに見る会長さんだと思っています。私はガバナーの公式訪

問と言うのは人間で言えば、年 1 回の人間ドックのような物だと思います。クラブの歴

史を顧みて、現在を見て、将来に備えるという意味でガバナーはドクターだと思います。

そういうことを踏まえて、クラブ協議会を進めさせて頂きます。 

 

丸山会長のクラブの運営方針「楽しくなければロータリーではない」から始まり、各委員長より報

告質問等を踏まえて山﨑ガバナーよりご指導及び講評をお話頂きました。 

 

誌面の都合で、ガバナーからのご指導、講評のみを掲載させて頂きます。 

 

皆さん方の雄弁なお話を承りまして、事ある毎にご指導とおっしゃって頂き

ましたが、私は皆様のお話を聞きながらたっぷり、指導して頂きました。皆様

の活動に感服するのみです。これだけ、びっしりとやっておられるクラブは２

５６０地区内でも数少ないのではないかと思います。 

私は「進めよう！職業奉仕の洗練かを！備えよう！大震災の心構えを！」と地

区方針を掲げさせて頂きました。 

基本姿勢の中で「古き良き伝統を守り変えるべきはかえていく」とし、ＰＥ

ＴＳ、地区協議会でお話しましたが、質問を頂きました。古き良き伝統と

は？・・・また何を変えるのかと、恥ずかしながら返答に詰まってしまいました。地区は一つの固

有体では無く 57 クラブによって成り立っているのが２５６０地区です。従って、古き良き伝統は、

２５６０地区固有の物では無く各クラブの古き良き伝統、そして変えるべきは変えると一つの方向

付けの意味あいで提示させて頂きました。三条北ＲＣとして長年築かれてきた伝統はどういうもの

かとかじっくり見て頂きたい。そして気づかない間に本筋からずれてしまったものはないか、気づ

いた時点で軌道修正した方が良いのではないか。というようなクラブの自主性の問題としてご理解

頂きたい。 

丸山クラブ会長の方針「楽しくなければロータリーではない」これだけ簡潔明瞭に数行だけのクラ

ブ方針は他に見ておりません。これは本当に素晴らしいと思います。 

ＳＡＡ：楽しい雰囲気のメリハリある例会、全くその通りでこれを目指して奮闘頂きますようにお

願いします。 

クラブ奉仕Ａ：例会を魅力的なものにすれば増強や退会防止に繋がる。これに基づいた各小委員会

が綿密に計画をたてて実行されていることは素晴らしいと思います。会員増強した

方にご褒美がないという事でしたが全く同感です。委員長任せでは無く会長自ら動

いて下さいという非常に厳しい部分もありますが、これが三条北ＲＣさんの会員数

をキープしていらっしゃる事に繋がっているのだと思いました。 

クラブ奉仕Ｂ：傘下の委員会の活動を補佐し連携を図る正にその通りです。 

出席委員会でアンケートを採られたそうですが、これだけ細かいことに気を配って 

やっていられることは素晴らしいことだと思います。一番聞いて欲しい方がここには

いないと言うことですが、良くある話しです。 

ライオンズクラブは月２回の例会、１回休むと月１になり２回休むと１ヶ月、誰にも 
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会わないことになる。そこでライオンズを辞めてロータリーに鞍替えしたという方が

いらっしゃいます。例会に出席する義務と同時に権利がある。という事を頭の中にお

いて頂ければいいかと思います。 

クラブ会報・広報・雑誌・資料委員会と有りますが、この資料委員会とは初めて目に

しましたが、大変いいことだと思います。資料を大切にされるという考え方は素晴ら

しいです。 

週報に関してはクラブ事に様々です。長年の伝統があると思います。 

親睦活動委員会は様々の取り組みをされているようで是非継続してやって頂きたい。 

プログラムは年間の予定をブロックに分けてたてていらっしゃるようですが、いいこ

とだと思います。 

職業奉仕：４つのテストをベースにしてやって頂ければいいと思います。 

社会奉仕：未来の夢計画の補助金を活用して頂きたい。「佐野有美さん」のイベントは素晴らしい企

画だと思います。 

国際奉仕・Ｒ財団・米山奨学・青少年奉仕：若い人たちの育成に繋がる大事な部分です。 

キリスト教の日曜礼拝に行った時、最後にカゴがまわってきたのですが、初めての事で 

戸惑い牧師さんに「いくら位寄付すればいいのですか」と聞きました。「あなたの胸がち

ょっと痛む程度でいいです」と言われました。このちょっと痛む程度とは非常に個人差が

あります。こういう気持ちで財団も米山も寄付して頂く事でいいのでは無いかと思います。 

 

時間がオーバーしてしまいましたが私の総評と致します。ありがとうございました。 

 

鈴木ガバナー補佐  

いくつかのクラブに出席してきましたが、もっとも熱意のあるクラブ協議会だったと思います。

勉強させて頂きました。２１日のＩＭはどうぞ宜しくお願いします。 

山﨑ガバナーは非常に過密スケジュールで動いて居られます。遠い処ありがとうございました。

パラグライダーは暫く飛ばないで頂きたいと思っています。本当にありがとうございました。 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 


